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（仮称）次

田

典

子

議
員
（
無
会
派
）

山

下

勝

一

議
員
（
緑
政
会
）

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

い
ま
保
育
所
は
、
４
月

時
点
で
定
員
の
１
２
５
％
ま

で
、
年
度
後
半
に
な
っ
た
ら

１
２
５
％
を
超
え
て
入
所
さ

せ
て
も
い
い
と
い
う
政
府
の

方
針
で
、
詰
め
込
み
に
よ
っ

て
待
機
児
の
解
消
を
し
て
い

る
。
京
田
辺
市
で
は
定
員
超

過
が
１
０
６
人
、
１
０
０
人

規
模
の
保
育
所
１
カ
所
分
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
入

所
で
き
な
い
子
ど
も
が

人

近
く
い
る
。
子
ど
も
の
成
長

発
達
に
適
切
な
保
育
環
境
を

整
備
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
保
育
所
増
設
を
基
本
に

据
え
た
抜
本
的
な
対
策
を
。

副
市
長

市
長
も
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
市
政

充
は
考
え
て
い
な
い
。

災
害
弱
者
に
対
す
る
避

難
所
体
制
、
移
動
手
段
、
適

応
食
や
生
活
必
需
品
の
備
蓄

な
ど
の
防
災
計
画
、
要
配
慮

者
名
簿
作
成
の
取
り
組
み
状

況
は
。
介
護
施
設
と
の
緊
急

時
協
定
や
福
祉
避
難
所
設
置

を
検
討
す
べ
き
。

ま
た
京
田
辺
市
も
東
南
海

・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進

地
域
に
指
定
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

今
年
度
中
に
、
災
害
時
に
避

難
困
難
と
さ
れ
る
方
々
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
、
支
援
者
の
意

向
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
う
。
介
護
施
設
と
の

緊
急
時
協
定
や
福
祉
避
難
所

設
置
は
検
討
す
る
。
京
都
府

よ
り
内
閣
府
へ
要
望
し
て
お

り
、
府
南
部
の
推
進
地
域
の

指
定
へ
向
け
協
議
中
。

保育所で１日をすごす子どもたち（三山木保育所）

改
憲
論
の
標
的
は
憲
法

９
条
だ
と
考
え
る
。
私
は
、

憲
法
の
お
か
げ
で
日
本
が
戦

後
、
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
な

か
っ
た
と
思
う
。
世
界
に
も

評
価
さ
れ
始
め
た
憲
法
を
今
、

捨
て
る
こ
と
は
愚
か
だ
と
思

う
。

条
に
は
擁
護
義
務
も

書
か
れ
て
い
る
が
、
市
長
の

憲
法
を
守
る
決
意
を
問
う
。

市
長

憲
法
の
平
和
に
つ

い
て
の
理
念
は
守
る
べ
き
。

改
正
す
べ
き
と
は
思
わ
な
い
。

中
央
体
育
館
や
学
校
の

各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
べ
き
だ
。

教
育
部
長

中
央
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
へ
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。学
校
図
書
室
や
、

音
楽
室
へ
は
、
音
の
遮
断
の

た
め
に
検
討
す
る
。

市
役
所
に
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
を
敷
き
、
率
先
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
す
べ
き
だ
。

総
務
部
長

各
階
入
り
口

か
ら
各
課
へ
の
敷
設
も
十
分

考
え
て
い
き
た
い
。

市
長
は
女
性
の
人
権
問

題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。
窓
口
の
相
談
員
は

よ
り
充
実
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ま
た
、
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
を
つ
く
る
べ
き
。

市
長

女
性
の
人
権
問
題

は
重
点
的
に
取
り
組
む
課
題

で
あ
り
、
積
極
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。

市
民
部
長

子
ど
も
、
女

性
の
人
権
問
題
は
担
当
ま
か

せ
に
せ
ず
、
全
職
員
の
研
修

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

府
教
委
が
外
国
人
児
童

・
生
徒
に
関
す
る
指
導
指
針

を
５
月
に
策
定
し
た
。
現
場

で
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
。

ま
た
、
こ
ん
な
時
期
に
帰
国

児
童
の
日
本
語
学
級
加
配
を

減
ら
す
の
は
逆
行
。

教
育
長

担
任
で
十
分
に

指
導
で
き
る
と
考
え
る
。

碧
水
園
を

億
円
近
く

の
金
額
で
拡
張
し
た
が
、
そ

の
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃

や
す
こ
と
に
よ
っ
て
無
駄
に
。

一
貫
性
の
な
い
ゴ
ミ
施
策
を

や
め
、
以
前
か
ら
の
ゴ
ミ
を

よ
り
安
全
な
拡
張
部
分
に
埋

め
直
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長

埋
め
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

昨
年
７
月
の
無
意
味
な

機
構
改
革
を
見
直
す
べ
き
。

市
長

市
民
が
わ
か
り
や

す
い
組
織
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
。

の
特
長
と
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
の
整
備
検
討
を
進
め
て

い
く
。２

０
０
５
年

月
か
ら

介
護
施
設
利
用
の
際
、
食
費

と
居
住
費
が
自
己
負
担
と
な

り
、
利
用
者
負
担
が
大
き
く

増
え
た
。
そ
の
上
、
昨
年
来

の
税
制
改
悪
で
収
入
が
増
え

て
い
な
い
の
に
住
民
税
が
非

課
税
か
ら
課
税
に
な
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
介
護
保
険
の
区

分
も
変
わ
り
、
同
じ
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
て
も
、

月
に
３
万
９
０
０
０
円
も
の

負
担
増
に
な
る
人
も
出
て
き

て
い
る
。
介
護
保
険
制
度
や

税
制
の
改
悪
に
伴
っ
て
増
え

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
。

保
健
福
祉
部
長

心
情
的

に
は
理
解
で
き
る
が
、
国
の

施
策
で
あ
り
独
自
軽
減
の
拡

行
財
政
課
題
を
問
う
。

市
長
の
基
本
政
策
を
職

員
等
に
周
知
徹
底
す
べ
き
。

市
長

公
約
と
し
て
掲
げ

た
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配

布
し
周
知
し
て
い
る
。

自
治
体
の
憲
法
と
も
い

え
る
理
念
条
例
と
し
て
（
仮

称
）
自
治
基
本
条
例
を
制
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長

市
政
へ
の
市

民
参
画
や
協
働
を
促
進
す
る

に
は
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
、

そ
の
過
程
の
中
で
趣
旨
を
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

職
員
の
有
給
の
休
息
時

間
の
廃
止
の
検
討
状
況
は
。

総
務
部
長

来
年
の
人
事

院
勧
告
の
結
果
を
注
視
し
、

調
整
を
図
り
進
め
る
。

非
常
勤
の
行
政
委
員
の

報
酬
、
及
び
管
理
職
手
当
な

ど
職
員
の
諸
手
当
を
全
面
的

に
見
直
し
是
正
の
方
向
を
。

総
務
部
長

報
酬
に
つ
い

て
は
府
内
各
市
や
類
似
団
体

の
調
査
を
行
い
見
直
し
案
を

作
成
中
、
諸
手
当
は
各
部
局

で
見
直
し
作
業
を
進
め
今
後

調
整
等
の
作
業
を
行
う
予
定
。

本
市
の
自
治
体
事
務
の

電
子
化
推
進
の
考
え
は
。

総
務
部
長

住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
務

の
省
力
化
、
高
度
化
を
中
心

に
進
め
て
い
る
。

都
市
計
画
に
つ
い
て
。

都
市
経
営
の
視
点
で
の

都
市
計
画
の
線
引
き
見
直
し

作
業
が
必
要
と
考
え
る
が
。

建
設
部
長

都
市
計
画
法

の
趣
旨
に
基
づ
き
必
要
な
見

直
し
を
図
り
、
適
切
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
。

都
市
計
画
道
路

大
住

草
内
線

を
産
業
基
幹
道
路

と
位
置
づ
け
整
備
し
て
は
。

建
設
部
長

整
備
区
間
の

見
直
し
も
含
め
、
総
合
的
に

検
証
し
て
い
き
た
い
。

山
手
幹
線
の
バ
イ
パ
ス

道
路
と
な
る

池
ノ
端
丸
山

線

整
備
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長

現
在
、
京
都

府
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る

が
事
業
化
は
未
決
定
。

都
計
道
路

新
田
辺
草

内
線

の
田
辺
高
校

近
鉄

線
間
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た

駅
前
広
場
整
備
の
考
え
は
。

建
設
部
長

現
況
測
量
の

発
注
事
務
を
進
め
て
い
る
。

駅
前
広
場
は
整
備
手
法
や
時

期
な
ど
検
討
課
題
。

自治基本条例等の参考図書

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

京

都

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

は
本
市
の
唯
一
の
大
き
な
宿

泊
施
設
と
し
て
市
民
に
愛
さ

れ
地
域
に
溶
け
込
み
、
本
市

に
と
っ
て
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
程
の
重
要
な
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国

の
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て

売
却
予
定
と
発
表
さ
れ
て
以

来
、
２
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
現
在
、
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
り
、
整
理
機
構
よ
り

本
市
に
、
ど
の
よ
う
な
事
を

小

林

喜
代
司

議
員
（
一
新
会
）

言
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
ま

た
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
を
さ
れ
る
の
か
。

市
長

市
と
し
て
決
断
を

す
る
時
期
が
来
る
と
思
う
。

よ
く
相
談
し
て
考
え
た
い
。

副
市
長

最
悪
の
場
合
に

は
市
民
の
財
産
と
し
て
取
得

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
決

断
を
す
る
か
ど
う
か
判
断
す

る
一
方
で
、
議
会
の
み
な
さ

ん
の
考
え
も
聞
く
必
要
が
あ

る
が
、
ま
だ
具
体
的
な
検
討

の
段
階
に
入
っ
て
い
な
い
。

総
務
部
長

ウ
ェ
ル
サ
ン

ピ
ア
京
都
の
現
在
の
機
能
を

安
定
的
に
継
続
さ
れ
る
事
が

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
現
時
点
で
は
譲
渡
予
定

施
設
と
し
て
入
札
公
告
は
ま

だ
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
と

も
整
理
機
構
の
動
き
に
注
視

し
な
が
ら
関
係
機
関
と
情
報

交
換
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

公
衆
街
路
灯
（
防
犯

灯
）
は
管
理
及
び
使
用
電
気

料
金
の
請
求
等
は
現
在
各
区
、

自
治
会
と
な
っ
て
い
る
。区
、

自
治
会
か
ら
は
使
用
料
金
の

詳
細
な
説
明
を
求
め
る
声
や

設
置
場
所
の
確
認
調
査
を
行

う
よ
う
に
要
望
が
出
て
お
り
、

市
で
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

防
犯
灯
の
管
理
は
区
、
自
治

会
に
委
託
し
て
い
る
。
防
犯

灯
の
設
置
台
帳
に
つ
い
て
は

平
成

年
に
調
査
し
て
以
来

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

後
に
設
置
さ
れ
た
り
廃
止
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
で
き
る
限
り
早
急

に
調
査
を
実
施
し
、
設
置
場

所
の
確
認
を
行
い
、
台
帳
を

整
備
す
る
。
ま
た
防
犯
灯
の

電
気
料
金
の
詳
細
な
説
明
に

つ
い
て
は
区
、
自
治
会
に
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
電
力
会

社
に
要
請
す
る
。

存続が望まれるウェルサンピア京都
（多々羅）

祝園弾薬庫周辺の航空写真
（点線は本市と精華町の境界）

年（平成 年） 月 日


